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東京2020オリンピック・パラリンピック復興ふくしま推進会議ネットワークニュース

1年前記念事業ぞくぞく1年前イベントを実施！

東京2020大会1年前を記念して、7月24日～

9月18日にかけ、旧国立競技場炬火台（1964

年東京大会聖火台）を展示しました。また、

東北電力の御協力によりオリンピック・パラ

リンピックシンボルカラーのライトアップが

7月24日から9月6日まで行われました。その

他、東京2020ラッピングバスが7月24日お披

露目され、来年7月まで福島・会津若松・い

わきから3台運行さ

れています。

県では、7月24日、東京2020大会開幕1年前

イベントとして、「東京2020オリンピック・

パラリンピック復興ふくしま推進会議＆ふく

しま大交流ミーティング～ Tokyo 2020 1

Year to Go!～」を開催しました。

推進会議では、県立あさか開成高校の生徒

がオリピックに向けての取り組みを発表。続

く大交流ミーティングでは、王貞治さん、ソ

フトボール女子日本代表の皆さん、内堀知事

によるパネルディスカッションが行われ、多

くの子どもたちが王さんやソフトジャパンの

監督、選手の

言葉に真剣に

耳を傾けてい

ました。

東京2020オリンピック野球・ソフトボールの競

技会場となる県営あづま球場で、2018年11月より

進めてきた改修工事が完了しました。

あづま球場は、東京2020大会の開催に向け、機

能性向上、老朽化対策の視点から、グラウンドの

人工芝化などの改修工事を行いました。

9月28日には新しく生まれ変わったあづま球場

のリニューアルオープニングゲームとして、イー

スタン・リーグ公式戦東北楽天ゴールデンイーグ

ルス対北海道日本ハムファイターズ戦が行われ、

約5,400人の観衆が新生あづま球場の完成を祝い、

来年のオリンピック開催に期待を寄せました。
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「ふくしまプラス2020」

福島県では、東京2020大会に向けた情報を発信する

ポータルサイト『ふくしまプラス2020』を開設していま

すので、ぜひご覧ください！

また、皆様の東京2020大会に向けた取り

組みの中で、当サイトへ掲載を希望するイ

ベント等がありましたら、随時、情報提供

をお願いします。

ホストタウンの

合宿・交流の取り組み

7/29-8/10
ベトナム女子サッカー合宿（福島市）

8/7-15
タイボクシング合宿（会津若松市）

8/12-13
米国ボート協会視察（喜多方市）

8/25-26 ガイアナオリンピック委員会
訪問（伊達市）

9/14-20 ネパールオリ・パラ陸上合宿
（田村市）

9/10-18
ラオスパラ水泳合宿（飯舘村）

9/10-15 サモアラグビーW杯事前
合宿（いわき市）

11/3-6 アルゼンチンブラインド
サッカー交流（広野・楢葉・川俣）

あづま球場がリニューアル！

Jヴィレッジからグランドスタート

東京2020オリンピック聖火リレー
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PICK UP TOPICS

PICK UP TOPICS

IOCバッハ会長と会談福島県

10月10日、内堀知事は、

スイス・ローザンヌ市で

国際オリンピック委員会

のバッハ会長と会談しま

した。知事からは、昨年

11月に来県していただい

たことに対する御礼を伝

えるとともに、東京2020

大会の野球・ソフトボー

ル競技開催に向けた準備

状況、本県の復興状況などを伝えました。バッハ会長

からは、福島の食の安全・安心に関する広報に協力し

ていくこと、来年7月に福島あづま球場を再び訪れる

ことなどの話がありました。

福島県 ホスト
タウン

福島県 福島県 関 連 関 連

ホスト
タウン

関 連

聖火ランナーに

2020人が応募
東京2020オリンピック聖火リ

レーふくしま実行委員会が募集す

る東京2020オリンピック聖火リ

レーの聖火ランナーの申し込みが

8月末に締め切られ、2020人の応

募がありました。多数のお申し込

みをいただきありがとうございま

した。

実行委員会では、県内59市町村

それぞれにゆかりのあるランナー

を1人ずつ選考し、12月以降に、

大会組織委員会から選定されたラ

ンナーに通知される予定です。

City Cast Fukushima
ミートアップ！開催

ソフトジャパンが県内合宿

7月21日から28日にかけ、東京2020大会を1年後に控

え、野球・ソフトボール競技の開催都市である福島市

でソフトボール女子日本代表の第３次国内強化合宿が

行われました。

7月22日には、代表チームが県庁を訪れ、内堀知事

を表敬訪問しました。知事は歓迎の言葉とともに、

GAP認証の県産品を贈り、選手を激励しました。

8月25日、県と(一財)日本財団ボランティアサポー

トセンターは、福島県自治会館において、福島県City

Cast(都市ボランティア)交流イベント「City Cast

Fukushima ミートアップ！」を開催しました。当日は

約160人が参加し、ボランティアの重要性を学ぶ講演

やグループアクティビティなどで交流を深めました。

また、11月10日から12

月15日にかけて、県内4

会場と東京都でボランテ

ィアや福島の魅力、復興

について学ぶ、福島県

City Cast共通研修が行

われる予定です。

県では、東京2020オリンピックのテストイベントと

して開催される日本女子ソフトボールリーグに併せ、

東京2020オリンピック開幕300日前イベントを開催し

ました。

オリンピアン6名によるトークショーや、元トヨタ

自動車女子ソフトボール部の皆さんらによる親子ソフ

トボール教室、横浜市と福島県の子どもたちによるソ

フトボール交流試合が行われました。

復興ありがとうホスト
タウンサミットが開催

県内5市町が

ホストタウンに追加
内閣官房が推進するホストタウンの新規登録が発表

され、15次登録で南会津町（相手国：アルメニア）が

登録されました。また、復興ありがとうホストタウン

（第12次）に楢葉町・広野町・川俣町（相手国：アル

ゼンチン）と二本松市（相手国：クウェート）が決定

しました。

11月4日、内閣官房オリパラ事務局が主催する復興あ

りがとうホストタウンサミットが、Jヴィレッジで開催

されました。第1部ではブラインドサッカー日本代表と

アルゼンチン代表の親善試合が、第2部では復興ありが

とうホストタウン連絡協議会の第2回総会とポケモン3

体の復興ありがとうホストタウン大使任命式が行われ、

本県ではラッキーが大使に任命されました。

また、第3部シンポジウムでは、1964年東京大会金メ

ダリストによる基調講演のほか、3県の若手アスリート

と首長・橋本オリパ

ラ大臣によるパネル

ディスカッションが

行われました。

東京2020オリンピックに

向け、競技や大会の運営向

上を目的に開催される「東

京2020テストイベント」と

して、日本女子ソフトボー

ルリーグ1部の試合が、野

球・ソフトボール競技の会

場となるあづま球場で10月

5日から6日の2日間にわたり開催されました。

日本代表候補の選手も多数在籍する強豪チームの試

合が行われ、日本トップレベルの選手たちが熱いプ

レーで観客を魅了しました。

日米大学野球が郡山で開催 東京2020 復興のモニュメ
ントワークショップ開催

キッズアンバサダー・
ボールパークピクニック

株式会社楽天野球団と連携し野球教室などを行う

「ボールパークピクニック」を会津若松市（10月）・

福島市（11月）の2会場で開催し、多くの親子連れが

キャッチボールなどボールを使った運動を楽しみまし

た。また、9月8日には、野球・ソフトボール競技開催

をPRする県の「キッズアンバサダー」が、仙台市の楽

天生命パーク宮城でPR活動を行いました。

7月20日、第43回日米大学野球選手権大会第4戦が、

郡山市のヨーク開成山スタジアムで開催されました。

試合前には、セレモニーが催され、郡山大会長の品川

郡山市長と副会長

の野地文化スポー

ツ局長が両チーム

に記念品を贈呈し、

東京2020オリンピ

ック野球・ソフト

ボール競技開催に

向けての機運醸成

と福島の魅力を発

信しました。

ホストタウン

福島市（スイス、ベトナム）会津若松市（タイ）、郡山市（オ

ランダ、ハンガリー）、いわき市（サモア）、田村市（ネパー

ル）、大玉村（ペルー）、南会津町（アルメニア）、猪苗代町

（ガーナ）

復興「ありがとう」

ホストタウン

喜多方市（米国）、二本松市（クウェート）、南相馬市（ジブ

チ、台湾、米国、韓国）、本宮市（英国）、北塩原村（台

湾）、楢葉町・広野町・川俣町（アルゼンチン）、飯舘村（ラ

オス）

関 連 日本女子ソフトボール
リーグ1部福島大会が開催

8月19日、大会組織委員会は、東京2020オリンピッ

ク・パラリンピックで復興の象徴として展示される

「東京2020 復興のモニュメント」の制作に向けた

ワークショップを県立安積黎明高校で開催し、県内高

校生86人が参加しました。参加者はモニュメントのデ

ザインを投票で決

めたほか、モニュ

メントに貼り付け

るメッセージボー

ドを制作しました。

第29回世界少年野

球大会福島大会が、

東京2020オリンピッ

ク野球・ソフトボー

ル競技の開催地とな

る福島市・あづま総

合運動公園で、7月

30日から8月7日までの9日間開催されました。野球教

室には日本を含む13か国から119人が参加したほか、

中華台北からの招待チーム15人が福島県内の地元チー

ムと国際交流試合を行いました。

8月2日には、県主催の交流行事が催され、参加者と

ホストタウン市町村の子どもたちがタグラグビー体験

を通して交流を深めました。

世界少年野球大会が開催
関 連

300日前イベントを開催福島県


